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オオオオオオムムムラララサササキキキ   Sasakia charonda（チョウ目タテハチョウ科） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

撮影：中村 寛志 

 
 

撮影：大野 豊 

生態情報 

l からだの特徴 

はねを開
ひら

いた時の幅
はば

が 10 ㎝ぐらいの大きくて美しいチョウです。はねは、オスは

黒褐色
こっかっしょく

で白色と黄色の紋
もん

があり、中央部
ちゅうおうぶ

が紫色
むらさきいろ

に輝
かがや

きます。メスはオスよりひとま

わり大きいですが、紫 色
むらさきいろ

の輝
かがや

きはありません。 

l すみ場所 

北海道・本州・四国・九州に分布
ぶんぷ

しています。おもに平地から山地の落葉
らくよう

広葉
こう よう

樹林
じゅりん

やそ

のまわりに多くすんでいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年１～２回発生
はっせい

し、６月下旬
げじゅん

～８月下旬
げじゅん

にみられ、クヌギ、コナラなどの樹液
じゅえき

に

好んで集まります。幼虫
ようちゅう

はエノキ、エゾエノキの葉を食べます。幼虫
ようちゅう

は冬になると、木

をおりて枯
か

れ葉のなかにじっとしていますが、春になると、また木に登
のぼ

って葉を食べは

じめます。 

参 考 

大きさと美しさから日本の「国のチョウ」に指定
し て い

されている、日本を代表
だいひょう

するチョウで

す。また、全国的
ぜんこくてき

に少なくなっているチョウで、「環境
かんきょう

省
しょう

レッドリスト」で「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

」に、「長野県版
ながのけんばん

レッドリスト」で「留意種
りゅういしゅ

」に、｢レッドデータブックにいがた｣で

「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

」に選定
せんてい

されています。 
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ヒヒヒメメメギギギフフフチチチョョョウウウ   
      Luehdorfia puziloi inexpecta（チョウ目アゲハチョウ科） 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

現地撮影 

 
 

 

撮影：中村 寛志 

生態情報 

l からだの特徴 

はねを開
ひら

いた時の幅
はば

が 50 ㎜ぐらいの中型のチョウです。はねには黄色と黒のしま

模様
も よ う

があり、後ろばねに 橙
だいだい

、青、赤色の斑点
はんてん

を持ちます。 

l すみ場所 

北海道と中部
ちゅうぶ

地方
ち ほ う

より北の本州に分布
ぶんぷ

しています。おもに山地の落葉
らくよう

広葉
こう よう

樹林
じゅりん

にすん

でいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年１回発生
はっせい

し、４月中 旬
ちゅうじゅん

～５月上旬
じょうじゅん

にみられ、カタクリ、スミレ類などの花の

蜜
みつ

を吸
す

います。アゲハチョウの仲間
な かま

では飛
と

びかたは弱々
よわよわ

しく感
かん

じます。幼虫
ようちゅう

はウスバ

サイシンの葉だけを食べ、さなぎで冬を過
す

ごします。 

 

参 考 

早春
そうしゅん

に限
かぎ

ってみられるチョウで、ギフチョウとともに「春の女神
めがみ

」と呼ばれ、とても人気

のあるチョウです。すみ場所の開発
かいはつ

や人間
にんげん

の採集
さいしゅう

などにより、全国的
ぜんこくてき

に少なくなって

いるチョウで、「環境
かんきょう

省
しょう

レッドリスト」で「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

」に、「長野県版
ながのけんばん

レッドリスト」で

「留意種
りゅういしゅ

」に選定
せんてい

されています。 

幼虫の食草（ウスバサイシン） 
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ミミミヤヤヤマママカカカラララスススアアアゲゲゲハハハ  

Papilio maackii（チョウ目アゲハチョウ科）    
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

撮影：大野 豊 

生態情報 

l からだの特徴 

まえばねの長さが 40～７5 ㎜ぐらいの大きなチョウです。はねは黒色ですが、光があ

たると青緑色に美しく輝
かがや

きます。 

l すみ場所 

北海道・本州・四国・九州などに分布
ぶんぷ

しています。おもに山地を中心に普通
ふ つ う

にみられ、

渓流
けいりゅう

沿
ぞ

いなどにすんでいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年２回ぐらい、５月～９月に発生
はっせい

し、渓流
けいりゅう

沿
ぞ

いのツツジ類、タニウツギなどの

花の蜜
みつ

を吸
す

ったり、集まって水を吸
す

う 姿
すがた

をよくみかけます。幼虫
ようちゅう

はミカン科のキハダ、

カラスザンショウなどの葉を食べます。 

 

参 考 

大型で美しく、渓流
けいりゅう

沿
ぞ

いでよくみかけるチョウのひとつです。 
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クククモモモマママツツツマママキキキチチチョョョウウウ   
Anthocaris cardamines（チョウ目シロチョウ科） 

 現地撮影 

生態情報 

l からだの特徴 

まえばねの長さが 20～22 ㎜ぐらいの小さなチョウです。はねは白色で、後ろばねの裏

面には不規則
ふ き そ く

な黄緑色
きみどりいろ

の紋
もん

があり、オスは表面に鮮
あざ

やかなオレンジ色の紋
もん

を持ってい

ます。 

l すみ場所 

本州
ほんしゅう

中部
ちゅうぶ

に分布
ぶんぷ

しています。おもに中部
ちゅうぶ

山岳
さんがく

地帯
ちた い

に源流
げんりゅう

を持つ各河川の中
ちゅう

、上流域
じょうりゅういき

にみられ、渓谷
けいこく

沿
ぞ

いの草地にすんでいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年１回、５月から発生
はっせい

し、高い場所では７月ごろまでみられ、渓流
けいりゅう

沿
ぞ

いのハタザ

オ類、スミレ類などの花の蜜
みつ

を吸
す

います。幼虫
ようちゅう

はアブラナ科のミヤマハタザオ、イワハ

タザオなどの葉を食べます。 

 

参 考 

高地
こ う ち

の渓流
けいりゅう

環境
かんきょう

と関
かか

わりを強く持った虫のひとつです。また、全国的
ぜんこくてき

に少なくなってい

るチョウで、「環境
かんきょう

省
しょう

レッドリスト」で「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

」に、「長野県版
ながのけんばん

レッドリスト」で

「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

」に選定
せんてい

されています。 



 

- 116 - 

 

ツツツマママグググロロロキキキチチチョョョウウウ      
Eurema laeta betheseba（チョウ目シロチョウ科）    

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

撮影：大野 豊 

生態情報 

l からだの特徴 

はねを開
ひら

いた時の幅
はば

が 35㎜ぐらいのチョウです。はねの色は、黄色で前ばねの縁
ふち

が

帯状
おびじょう

に黒くなっています。 

l すみ場所 

本州・四国・九州に分布
ぶんぷ

しています。おもに丘陵地
きゅうりょうち

の河川の堤防
ていぼう

や河原
かわら

、田畑のあぜ

道などの背丈
せたけ

の低い草地にすんでいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年１回、６月ごろより発生
はっせい

し、秋に多くみられ、メドハギの花の蜜
みつ

を吸
す

ったり

湿地
し っ ち

で水を吸
す

ったりします。幼虫
ようちゅう

はカワラケツメイの葉を食べます。成虫
せいちゅう

で冬を過
す

ごし

ます 

 

参 考 

おもに河川の河原
かわら

草地にすんでいるため、河川
かせん

環境
かんきょう

と関
かか

わりを強く持った虫のひとつ

です。また、全国的
ぜんこくてき

に少なくなっているチョウで、「環境
かんきょう

省
しょう

レッドリスト」で「絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

Ⅱ類
に る い

」に、「長野県版
ながのけんばん

レッドリスト」で「絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

ⅠA類
いちえーるい

」に選定
せんてい

されています。 
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クククモモモマママベベベニニニヒヒヒカカカゲゲゲ   Erebia ligea（チョウ目ジャノメチョウ科） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

撮影：大野 豊 
 

撮影：中村 寛志 

生態情報 

l からだの特徴 

はねを開
ひら

いた時の幅
はば

が 45 ㎜ぐらいのチョウです。はねは黒褐色
こっかっしょく

で、前ばねは、外側
そとがわ

に沿って並
なら

ぶ蛇
じゃ

の目のような紋
もん

を取り囲
かこ

むようにして、大きな橙 色
だいだいいろ

の紋
もん

があります。

後ろばねの裏面には白色の帯
おび

があります。 

l すみ場所 

北海道と本州
ほんしゅう

中部
ちゅうぶ

の山岳
さんがく

地帯
ちた い

に分布
ぶんぷ

しています。おもに高山
こうざん

のガケや急斜面
きゅうしゃめん

の草

地、林のまわりの小さな草地などにすんでいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年１回発生
はっせい

し、７月中 旬
ちゅうじゅん

～８月にみられ、高山
こうざん

植物
しょくぶつ

のお花畑などをゆるやか

に飛
と

んでいます。幼虫
ようちゅう

はイネ科やカヤツリグサ科植物の葉を食べます。卵から成虫
せいちゅう

になるまで２年かかります。 

参 考 

高山性
こうざんせい

の珍
めずら

しいチョウで、長野県
な がのけん

の「天然
てんねん

記念物
きねんぶつ

」に指定
し て い

されているほか、「環境
かんきょう

省
しょう

レッドリスト」で「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

」に、「長野県版
ながのけんばん

レッドリスト」で「留意種
りゅういしゅ

」に選定
せんてい

されて

います。 
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ベベベニニニヒヒヒカカカゲゲゲ      
Erebia niphonica（チョウ目ジャノメチョウ科）  

 現地撮影 

生態情報 

l からだの特徴 

前ばねの長さが 23㎜ぐらいの小さなチョウです。はねは黒褐色
こっかっしょく

で、前ばねは、外側
そとがわ

に

沿って並
なら

ぶ蛇
じゃ

の目のような紋
もん

を取り囲
かこ

むようにして大きな橙 色
だいだいいろ

の紋
もん

があります。 

l すみ場所 

北海道と本州
ほんしゅう

中部
ちゅうぶ

の山岳
さんがく

地帯
ちた い

に分布
ぶんぷ

しています。おもに高山
こうざん

の明るい草地にすんで

います。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は年１回発生
はっせい

し、７月下旬
げじゅん

～８月中 旬
ちゅうじゅん

にみられ、高山
こうざん

植物
しょくぶつ

のお花畑などをゆる

やかに飛
と

んでいます。幼虫
ようちゅう

はカヤツリグサ科のホンモジスゲ、タニスゲ、ヒメカンス

ゲ、タテヤマスゲなどの葉を食べます。 

 

参 考 

高山性
こうざんせい

の珍
めずら

しいチョウで、、長野県
な がのけん

の「天然
てんねん

記念物
きねんぶつ

」に指定
し て い

されているほか、「環境
かんきょう

省
しょう

レッドリスト」で「準絶滅
じゅんぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

」に、「長野県版
ながのけんばん

レッドリスト」で「留意種
りゅういしゅ

」に選定
せんてい

され

ています。 

 

- 119 - 

 

 
ツツツマママジジジロロロウウウラララジジジャャャノノノメメメ   

Lasiommata deidamia （チョウ目ジャノメチョウ科） 

 現地撮影 

生態情報 

l からだの特徴 

はねを開
ひら

いた時の幅
はば

が 55㎜ぐらいのチョウです。はねは褐色
かっしょく

で蛇
じゃ

の目のような紋
もん

が

あり、また、前ばねには表裏とも白紋
しろもん

がありよく目立
め だ

ちます。 

l すみ場所 

北海道・本州・四国に分布
ぶんぷ

しています。本州
ほんしゅう

では標高
ひょうこう

800～2000mに多くみられ、おも

に渓谷
けいこく

沿
ぞ

いのガケ地などにすんでいます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

は温暖
おんだん

な地方では年３回、寒冷
かんれい

な地方では１～２回発生
はっせい

で、５～９月にみられま

す。岩場
いわば

にはねを半開
はんびら

きにしてとまったり、ヒメジョオンなどの花を訪
おとず

れます。幼虫
ようちゅう

は

イネ科のヒメノガリヤスの葉を食べます。成虫
せいちゅう

で冬を過
す

ごします。 

 

参 考 

ガケ地のあるような山地の渓流
けいりゅう

環境
かんきょう

と関
かか

わりを強く持った虫のひとつです。 



 

- 120 - 

 

オオオオオオマママルルルクククビビビゴゴゴミミミムムムシシシ   
Nebria macrogona（コウチュウ目オサムシ科） 

（写真準備中） 

生態情報 

l からだの特徴 

からだの大きさが 16～20 ㎜ぐらいで、マルクビゴミムシ仲間
な かま

では大きな種類
しゅるい

です。か

らだの色は黒色で足と触角
しょっかく

は黄褐色
おうかっしょく

です。はねの先に細い黄褐色
おうかっしょく

の紋
もん

があります。 

l すみ場所 

北海道・本州・四国・九州に分布
ぶんぷ

しています。おもに渓流
けいりゅう

沿
ぞ

いの河原
かわら

に生息
せいそく

していて、

特に砂や石の多い場所にすんでいます。石の下でよくみかけます。 

l 生活のようす 

成虫
せいちゅう

で冬を過
す

ごすため１年中みられますが、４～10 月に活発
かっぱつ

に活動
かつどう

します。成虫
せいちゅう

、

幼虫
ようちゅう

とも肉食
にくしょく

で、小さな虫などを捕
つか

まえて餌
えさ

としたり、動物の死体
し た い

に集まります。 

参 考 

おもに河原
かわら

にすんでいるため、河川
かせん

環境
かんきょう

と関
かか

わりを強く持った虫のひとつです。 
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ミミミヤヤヤマママハハハンンンミミミョョョウウウ      

Cicindela sachalinensis （コウチュウ目ハンミョウ科） 

 現地撮影 

生態情報 

l からだの特徴 

からだの大きさが 14～18 ㎜ぐらいの大きなハンミョウです。からだの色は暗い緑色で

乳白色の斑紋
はんもん

があります。からだの下面は緑色で赤色の輝
かがや

きがあります。 

l すみ場所 

北海道・本州・四国に分布
ぶんぷ

し、富山県
とやまけん

が本州
ほんしゅう

の分布
ぶんぷ

範囲
はんい

の最も西側にあたります。おも

に山岳
さんがく

地帯
ちた い

で土砂
ど し ゃ

の露出
ろしゅつ

した斜面
しゃめん

やガレ場、林道
りんどう

沿
ぞ

いなどに多くすんでいます。 

l 生活のようす 

ほとんど飛
と

ぶことはありませんが、林道
りんどう

などでみつけた場合は、人の進
すす

む方向に先へ

先へと移動
い ど う

して行きます。成虫
せいちゅう

、幼虫
ようちゅう

とも肉食
にくしょく

で、おもにほかの虫や土壌
どじ ょう

動物
どうぶつ

を捕
つか

ま

えて餌
えさ

とします。 

参 考 

高山帯
こうざんたい

を代表
だいひょう

する虫で、分布
ぶんぷ

の上からも重要
じゅうよう

な種類
しゅるい

です。 


